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Loss of lymphatic vessels and regional lipid accumulation is associated 
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本研究では、弁組織を含まない VV患者の静脈壁について IMSにより解析した。 
［患者ならびに方法］ 
対象は、浜松医科大学第二外科（血管外科）で、VVに対してストリッピング手術を施行
した 38 例 50 肢とした。VV 患者は臨床病期分類の皮膚症状の有無によって、軽症の C2-3

















































VV患者の GSV壁には、炎症に関与する脂質分子である LPCと Arachidonoyl PCの蓄積
が IMS解析により明らかになった。これらの蓄積は、VVの病態に関与していることが示唆











た 38例 50肢とした。VV患者は臨床病期分類の皮膚症状の有無によって、軽症の C2-3群
22例 27肢と重症の C4-5群 16例 23肢の２群に分類した。コントロール群として、閉塞性




定された。VV では、内膜、中膜、外膜の全層において Lyso-phosphatidylcholine (LPC)、
Arachidonoyl PCの有意に強いイオン強度が認められた。TGは VV患者の外膜にのみ有意に
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